
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年３月29日

【四半期会計期間】 第64期第３四半期(自  平成24年11月16日  至  平成25年２月15日)

【会社名】 株式会社くろがねや

【英訳名】 KUROGANEYA.CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　堀　込　　丹

【本店の所在の場所】 山梨県甲府市中小河原一丁目13番18号

【電話番号】 055-241-2472

【事務連絡者氏名】 常務取締役（管理担当）　佐　藤　雅　彦

【最寄りの連絡場所】 山梨県甲府市中小河原一丁目13番18号

【電話番号】 055-241-2472

【事務連絡者氏名】 常務取締役（管理担当）　佐　藤　雅　彦

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　 　

　 　

　

EDINET提出書類

株式会社くろがねや(E03149)

四半期報告書

 1/15



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第63期

第３四半期累計期間
第64期

第３四半期累計期間
第63期

会計期間
自  平成23年５月16日
至  平成24年２月15日

自  平成24年５月16日
至  平成25年２月15日

自  平成23年５月16日
至  平成24年５月15日

売上高 (千円) 13,377,200 13,184,996 17,849,837

経常利益 (千円) 281,763 209,454 418,520

四半期(当期)純利益 (千円) 148,718 73,867 176,496

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 2,411,649 2,411,649 2,411,649

発行済株式総数 (千株) 11,581 11,581 11,581

純資産額 (千円) 8,437,636 8,417,484 8,461,511

総資産額 (千円) 16,109,608 15,293,464 15,714,496

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 13.94 6.92 16.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 6.00 6.00 12.00

自己資本比率 (％) 52.4 55.0 53.8

　

回次
第63期

第３四半期会計期間
第64期

第３四半期会計期間

会計期間
自  平成23年11月16日
至  平成24年２月15日

自  平成24年11月16日
至  平成25年２月15日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.18 6.77

(注) １  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、第３四半期連結累計期間等に係る主要な経営指標等

の推移については、記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。　　　

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。　　　

４　潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(１）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政権交代により株価上昇や円安といった市場の動きに

伴って、マインド改善の強まる状況となりました。しかしながら、欧州債務問題や米国財政問題等により、

輸出や鉱工業生産は減少し、海外経済の減速した影響を受け続けております。

このような状況の中、当社は商品販売やサービスに関して、お客様の毎日の生活場面から特殊な生活場

面の全てをカバーできるよう店舗改装を行い、販売促進の強化を図ってまいりました。また、自動発注シ

ステムの発注点を見直すことにより在庫を適正化し、財務体質の改善を行ってまいりました。

販売面におきましては、例年になく厳しい冬であったため暖房用品や灯油の販売が好調に推移いたし

ました。また、環境問題の関心及び電気料値上げにより太陽光発電システムの設置工事などリフォーム事

業や前期に取扱店舗を増加した医薬品の販売が順調でありました。一方、同業種・異業種間との市場競合

の影響によりキッチン消耗品などダイニング部門や家庭紙、洗剤などデイリー部門の販売が低調であり

ました。

これらの結果、売上高は131億84百万円（前年同四半期比1.4％減）となり、営業利益は１億76百万円

（前年同四半期比31.9％減）、経常利益は２億９百万円（前年同四半期比25.7％減）、四半期純利益は73

百万円（前年同四半期比50.3％減）となりました。

なお、当第３四半期累計期間中には、出退店とも行いませんでしたので、店舗数は前期と変更なく山梨

県に13店舗、神奈川県に６店舗及び東京都に３店舗の合計22店舗であり、また、売場面積は84,082㎡であ

ります。

　

（２）財政状態の分析

当第３四半期会計期間末における流動資産は、47億71百万円となり、前事業年度末に比べ１億83百万円

増加いたしました。これは主に、現金及び預金が３億94百万円増加した一方、商品が１億22百万円減少し

たことによるものであります。固定資産は、105億22百万円となり、前事業年度末に比べ６億４百万円減少

いたしました。これは主に、有形固定資産が５億18百万円及び敷金及び保証金が65百万円減少したことに

よるものであります。

これらの結果、総資産は152億93百万円となり、前事業年度末に比べ４億21百万円減少いたしました。
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当第３四半期会計期間末における流動負債は、52億４百万円となり、前事業年度末に比べ60百万円増加

いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金が４億53百万円増加した一方、短期借入金が２億35百万

円及び未払法人税等が52百万円減少したことによるものであります。固定負債は、16億71百万円となり、

前事業年度末に比べ４億37百万円減少いたしました。これは主に、長期借入金が３億32百万円減少したこ

とによるものであります。

これらの結果、負債合計は68億75百万円となり、前事業年度末に比べ３億77百万円減少いたしました。

当第３四半期会計期間末における純資産は84億17百万円となり、前事業年度末に比べ44百万円減少い

たしました。これは主に、利益剰余金が54百万円減少したことによるものであります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年２月15日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年３月29日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,581,20511,581,205
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は100株であります。

計 11,581,20511,581,205― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　 該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年11月16日～
平成25年２月15日

― 11,581,205 ― 2,411,649 ―　 2,465,839

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社くろがねや(E03149)

四半期報告書

 5/15



　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成24年11月15日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年２月15日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 912,800　

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,652,400
106,524 ―

単元未満株式
普通株式

16,005
― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 11,581,205― ―

総株主の議決権 ― 106,524 ―

(注)  単元未満株式数には当社所有の自己株式65株が含まれています。

　

② 【自己株式等】

　 　 　 　 平成25年２月15日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
(株)くろがねや

山梨県甲府市中小河原
1丁目13-18

912,800― 912,800 7.88

計 ― 912,800― 912,800 7.88

(注)　このほか、株式名簿上は当社名義となっていますが、実質的に保有していない株式が1,000株（議決権10個）あり

ます。

なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」の中に含めております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成24年11月16日から

平成25年２月15日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年５月16日から平成25年２月15日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年5月15日)

当第３四半期会計期間
(平成25年2月15日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 616,871 1,011,560

売掛金 115,686 100,739

商品 3,600,111 3,477,663

貯蔵品 5,458 6,392

その他 249,540 174,763

貸倒引当金 △120 △98

流動資産合計 4,587,546 4,771,019

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 4,571,479 4,369,020

土地 3,879,665 3,632,522

その他（純額） 920,791 851,627

有形固定資産合計 9,371,936 8,853,171

無形固定資産 247,837 246,986

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,282,454 1,217,175

その他 234,313 214,404

貸倒引当金 △9,592 △9,292

投資その他の資産合計 1,507,175 1,422,286

固定資産合計 11,126,949 10,522,445

資産合計 15,714,496 15,293,464

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,058,150 3,511,840

短期借入金 1,386,180 1,151,180

未払法人税等 80,159 27,898

賞与引当金 － 56,075

役員賞与引当金 13,988 13,621

その他 605,425 443,493

流動負債合計 5,143,903 5,204,109

固定負債

長期借入金 1,415,424 1,083,289

その他 693,657 588,581

固定負債合計 2,109,081 1,671,870

負債合計 7,252,985 6,875,980

純資産の部

株主資本

資本金 2,411,649 2,411,649

資本剰余金 2,466,071 2,466,071

利益剰余金 3,911,097 3,856,944

自己株式 △329,994 △330,033

株主資本合計 8,458,823 8,404,632

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,687 12,852

評価・換算差額等合計 2,687 12,852

純資産合計 8,461,511 8,417,484

負債純資産合計 15,714,496 15,293,464
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成23年５月16日
　至 平成24年２月15日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年５月16日
　至 平成25年２月15日)

売上高 13,377,200 13,184,996

売上原価 9,800,686 9,713,330

売上総利益 3,576,513 3,471,666

販売費及び一般管理費 3,317,542 3,295,228

営業利益 258,971 176,438

営業外収益

受取利息 798 766

受取配当金 2,476 2,329

投資有価証券売却益 － 5,187

受取事務手数料 39,790 36,624

その他 9,572 11,080

営業外収益合計 52,637 55,988

営業外費用

支払利息 29,125 22,733

その他 719 239

営業外費用合計 29,844 22,972

経常利益 281,763 209,454

特別損失

固定資産売却損 1,403 73,956

特別損失合計 1,403 73,956

税引前四半期純利益 280,360 135,497

法人税、住民税及び事業税 75,960 28,403

法人税等調整額 55,681 33,226

法人税等合計 131,642 61,629

四半期純利益 148,718 73,867
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【継続企業の前提に関する事項】

　　当第３四半期会計期間（自　平成24年11月16日　至　平成25年２月15日）

　　　該当事項はありません。

　
【会計方針の変更等】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成24年５月16日  至  平成25年２月15日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年５月16日以後に取得した有形固定資産に

ついて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。　

　

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

　
前第３四半期累計期間
(自  平成23年５月16日
至  平成24年２月15日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年５月16日
至  平成25年２月15日)

減価償却費 401,924千円 359,593千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自  平成23年５月16日  至  平成24年２月15日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年８月３日
定時株主総会

普通株式 64,011千円 6.00平成23年５月15日 平成23年８月４日 利益剰余金

平成23年12月15日
取締役会

普通株式 64,011千円 6.00平成23年11月15日 平成24年１月23日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間(自  平成24年５月16日  至  平成25年２月15日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月８日
定時株主総会

普通株式 64,010千円 6.00平成24年５月15日 平成24年８月９日 利益剰余金

平成24年12月14日
取締役会

普通株式 64,010千円 6.00平成24年11月15日 平成25年１月22日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

　【セグメント情報】

　　　当社の報告セグメントは、ホームセンター事業のみであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成23年５月16日
至  平成24年２月15日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年５月16日
至  平成25年２月15日)

　　１株当たり四半期純利益 13円94銭 ６円92銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(千円) 148,718 73,867

    普通株主に帰属しない金額（千円） － ―

    普通株式に係る四半期純利益(千円) 148,718 73,867

    普通株式の期中平均株式数(千株) 10,668 10,668

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。
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２ 【その他】

第64期（平成24年５月16日から平成25年５月15日まで）中間配当については、平成24年12月14日開催の

取締役会において、平成24年11月15日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間

配当を行うことを決議し、配当を行っております。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　64,010千円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　６円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　　平成25年１月22日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年３月21日

株式会社　くろがねや

取締役会  御中

有限責任監査法人　トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    篠　　原　　孝　　広    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    向　　　　　眞　　生    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社くろがねやの平成24年５月16日から平成25年５月15日までの第64期事業年度の第３四半期会計期間(平

成24年11月16日から平成25年２月15日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年５月16日から平成25年２月15
日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社くろがねやの平成25年２月15日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす
べての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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